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（4月28日更新）
・2022年度改定に合わせて内容を更新しました。

凡例

告示・通知 疑義解釈 MPSコメント
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4週間以上継続して
6種類以上の内服薬(※)を
処方されている患者

14の３ 服用薬剤調整支援料

本資料は、2022年4月19日迄の情報に基づき、日医工（株）が編集したものですが、その正確性等について保証するものではありません。本資料のご利用により、直接または間接に損害が発生したとしても、一切の責任は負いかねます。

資料No.20220428-1079-1-p2

内容 点数

1 ６種類以上の内服薬が処方されている患者について、処方医に対して文書を用いて提案し、
調剤する内服薬が２種類以上減少した場合に算定する。（月１回に限り） 125点

2
複数の保険医療機関から６種類以上の内服薬が処方されている患者について、
重複投薬等が確認された場合に、処方医に対して提案を文書を用いて行った場合に算定する。
（患者ごとに３月に１回まで、服薬情報等提供料は併算定不可）

イ 施設基準を満たす薬局が行った場合
（届出不要） 110点

ロ イ以外の場合 90点

【対象患者】
「1」

処方箋

複数の医療機関から
6種類以上の内服薬(※)を
処方されている患者

「2」

処方箋

処方箋

【主な要件】

文書で減薬を提案し、
2種類以上減少した状態が

4週間以上継続

「1」

処方箋

文書で減薬を提案

「2」

ご提案書

ご提案書

【共通の要件】
1銘柄1種類として計算する

A錠
B錠
Cカプセル
D散
E顆粒
F内服液

6種類

患者の意向を確認 薬歴等に文書を添付

ご提案書お薬を
減らせませんか？屯服薬は含まれない

【2018/3/30疑義解釈その1】
浸煎薬、湯薬は含まれない
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14の3「1」 服用薬剤調整支援料1

患者意向の確認

薬剤調整支援の
希望

減薬の提案
処方箋受付時以外
で書面による提案

処方箋

お薬の量が多くて
困っています
処方箋

× ×

4週間以上継続して
6種類以上の内服薬(※)を
処方されている患者

２種類以上減少
（4週間以上継続）

ご提案書

服用薬剤調整支援料1

資料No.20220428-1079-1-p3
本資料は、2022年4月19日迄の情報に基づき、日医工（株）が編集したものですが、その正確性等について保証するものではありません。本資料のご利用により、直接または間接に損害が発生したとしても、一切の責任は負いかねます。

・少なくとも1種類は薬剤師が提案したものであること
・配合剤及び内服薬以外への変更を薬剤師が提案
した場合は減少した種類数に含めない

「高齢者の医薬品適正使用の指針」
等を参考に減薬を検討する

【2018/3/30疑義解釈その1】
種類数の減少は同時でなくてもよい



日医工MPS

Copyright Ⓒ 2022 Nichi-Iko Pharmaceutical Co., Ltd.4

お薬の量が多くて
困っています

処方箋 処方箋

患者意向の確認
薬剤調整支援の

希望

減薬の提案
処方箋受付時以外
で書面による提案

服用薬剤調整支援料1の算定要件を満たす実績
（4週間以上内服薬を6種類以上調剤された患者が、
提案により2種類以上減少し、
その状態が4週間以上継続した実績）

が過去1年間*に1回以上あること
*前年3月1日から当年2月末までの実績で判断し、
当年4月1日から翌年3月31日まで適用

（前年3月1日から当年1月末日までに新規指定された薬局の場合、指定日の翌
月から当年2月末までの実績で判断）

【イ（110点）施設基準】

・過去１年間に２種類以上の内服薬の減薬の実績がある場合 （イ）110点算定

・過去１年間に２種類以上の減薬の実績がない場合 （ロ） 90点算定

服用薬剤調整支援料２
14の3「2」 服用薬剤調整支援料2

複数の医療機関から
6種類以上の内服薬(※)を
処方されている患者

資料No.20220428-1079-1-p4
本資料は、2022年4月19日迄の情報に基づき、日医工（株）が編集したものですが、その正確性等について保証するものではありません。本資料のご利用により、直接または間接に損害が発生したとしても、一切の責任は負いかねます。

算定実績ではないため、算定の有無に関わらず
要件を満たす実績があれば良いと解釈されます

少なくとも1種類は当該薬局で調剤
されている必要がある
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14の3「2」 服用薬剤調整支援料2（疑義解釈）

【2020/3/31疑義解釈その1】
服用薬剤調整支援料2算定後、当該
提案により2種類以上の薬剤が減少し
た場合は服用薬剤調整支援料1は算
定不可

【2020/3/31疑義解釈その1】
同一患者に同一月内に複数の医療機
関に対して提案を行った場合、同一患
者について算定できるのは1回まで

【2020/3/31疑義解釈その1】
医療機関Aに提案を行い服用薬剤調
整支援料2を算定し、翌月に医療機関
Bに提案を行った場合は算定不可

【2020/3/31疑義解釈その1】
提案を行ったものの状況に変更がなく、3か月後に
同一内容で再度提案を行った場合は算定不可

【2020/4/16疑義解釈その5】
報告書の「現在服用中の薬剤の一覧」は手帳の写しの添付では
要件を満たさない

提案（「2」算定）

処方減

「1」算定

提案（「2」算定）

提案

「2」算定

提案（「2」算定）

翌月提案

「2」算定

提案(「2」算定)

3か月後、同一内容提案

「2」算定

報告書
・受診中の医療機関、診療科等に関する情報
・服用中の薬剤一覧
・重複投薬等に関する状況
・副作用の恐れがある患者の症状及び関連する薬
剤
・その他(残薬、その他患者への聞き取り状況等)

手帳の写し

・・・・
・・・・
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（参考資料）別紙様式3

別紙様式3に準ずる報告書でも可

「５その他特記すべき事項（残薬及びその他の患者への聞き取り内容等）」
必要に応じて記載

必要に応じて、
●続紙に記載し添付
●手帳、血液検査の結果の写しなどを添付

「２現在服用中の薬剤の一覧」
後発医薬品を服用中の場合であっても、当該医
薬品に先発医薬品がある場合はその名称を併記

「３重複投薬等に関する状況」
同種・同効薬が処方されている場合は、必要に応じて処方の背景を確認
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